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日本語と韓国語における複合動調の語葉的対照研究

徐民静

O.はじめに

日本格と韓国簡は文法的にも語集的にも似ている部分が多く、文において

は逐語駅が可飽な場合が多い。しかし、複合動詞1となると、動簡と動飼の組

み合わせが必ずしも同様の対応をしているわけではない。日本踏における複

合動闘の前項動嗣と後項動調との相関関係や、事事国務における複合動鯛の前

項動嗣と後項動簡との欄関関係には、類似している部分もあれば、異なる部

分もある。既に先行研究として、同雷梧の複合動詞における類似点、相違点

についての研究2があるが、日本語と韓国簡における複合動聞の根本的な違い

について探ろうとしたものである。

本稿でも両言言語における複合動詞の根本的な違いを探るといった点では問

じだが、本稿では槙合動詞の対応関係をそれぞれの言語から考察し、特に撞

合動調と単一動詞aという対応関係が成立する場合の鰭集的な違いについて

記述していく。

1本稿で雷う複合動翻は、動開の連用形に動飼が組み合わったものを言うが、動詞の
適用形というのは、般国絡においては「。ト!<>1[aleo]形」に相当する。また、緯国憶で
は、「複合」は rComp1exJ、「合成Jは rCompoundJと解釈するのが一般的であり、
本稿で曾う複合動飼は、『合成動翻Jに相当する。用絡の混乱を避けるために、「複合
動綱JIこ統一するが、本稿での韓国語彼合動翻は緯園蹄では「合成動飼Jと同じ意味
であることを断っておく。ただし、稼国の研究者によっては、「複合動翻」と苦言う場合

もある。なお、前項に来る動飼を「前項動飼=VIJ、後項に来る動詞を「後項動詞a

V2Jと呼ぶ。
2緩本 (1997，2009)、生越(1984)などがある。
s本稿ではこつの動綱の組み合わせで成り立っている動闘を複合動翻とするが、それ
に対して一つの動闘の場合を単一動詞とする。
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2.日本聞と鱒園簡における植合勘聞の幅禽的対闘

ここでは日本穏と韓国語における複合動聞はどのような対応関係が見られ

るか、日本語から見た場合と緯国諮から見た場合というこつの観点から考察

していく。

2.1.日本語から見た場合

2.1.1. VlとV2が共に言語化4される。

(1)手持ちの株を銀行に車E盤ム主。 w基~ 5 

7トス.1.11~怪卒~舎を噂叫l 呈泣道五五l.く売り申渡した >6

(2) 生徒逮は黒板の問題をノートに豊主主」主。 wケ~ 7 

脅11笹会祖宅r~ 吾ポ|曇・~豆OJl盟亘盆E:]:.<写しー書いた>

(1)の「売り渡すJは「唾叫く宛り>-¥171斗<渡す>J、(2)の「書き

写すJは「叫凋く写し>ーさ主斗<書く >Jと、緯国昔話でもVlとV2の対応が

見られ、共に言語化されている。このように、 VlとV2が共に脅語化される

複合動嗣は、他にも「受け入れる:をoトを01斗Jr凍り付く:唱。ト母叫Jr生

き残る:位。トサヰ」などがある。

(2)の「書き写す」は rafl羽娘斗.く写しー書いた>Jであり、韓国穏にな

ると梼の構成l仮が rV2+VIJ と逆に対応する。 VlとV2が逆の対応関係に

あるものには、他にも「乗り換える昔。ト叫叫Jr見回る:吾司ー旦叫Jr着

替える昔。ト唱斗」などがある。

これらの複合動詞は、 VlとV2が岡方ともに具体性のある動調であり、そ

の具体性が実質的な意味で使われている動詞である。つまり、 Vlだけでも

V2だけでも、単一動詞として成立し、実質的な意味で使われる。しかし、

VlとV2に具体性があり、実質的な意味があるからといって、 VlとV2が共

4複合動簡を対照した場合、 VlまたはV2が箆釈に近い形で対応する場合を本稿では
「首絡化Jと曾うことにする。
6 f基』は『日本語義本動鯛用法辞典』から引用した用例を表す。
8日本語用例の緯図書置訳は筆者によるものである。また、<>は下線部の斡園絡を武
訳した場合の日本語の意味である。
7 fケ』は『ケーススタディ日本格の語裁』から引用した用例を表す。
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に雷穏化されるとは限らない.以下のような場合である。

(3) 正面玄関まで車で塞旦み主主。『大~ 8 

司喧型社功利ヌト豆量当盆珪.く入る〉

(4)山かげに盟主盛.2雪。『大』

せユ皆叫|す-ê-(尋~~会) If.<残っている{溶けていない)> 

(3) と (4)の「乗り入れるJr消え残るjのような複合動詞の場合、 Vl

とVsが具体性と実質性があると曾えるが、韓国語ではVlとVaが共には脅

鵡化されていない。これは、次に述べるVlとV2のどちらかが雷語化される

場合とも関連するので、次で鮮しく述べることにする.

2.1.2. VlとV2のどちらかが冨穏化される。

(5)給料から税金を盤」且iと手取り収入になる。『基』
晋豆叫1 .kl刈|守合~喧1!.:r世 01 -tl.ヰ.く引く〉

(6)割れ物を皇旦盈.i時には気舎使う。『基』

Z明ス1セ吾祖金珪量吋OJ]をき 4司01全電]斗.<扱う>
(7)優子は町へ出たついでに本島に皐主査...，1t.o r基J
令~51.ミラ λ.11羽豆斗社司oJ]"i祖OJ]呈重量.く寄った>

(6) の「差し豆~J は「叫斗<引く >J、(8)の「取り盤.2.Jは「斗平斗

〈扱う>J、(7)の「立ち査ゑJは「吾混じ干<寄る>Jのように、日:本簡は

複合動調であるが、韓国語は単一動嗣である。「差し引く、取り扱う、立ち寄

るjの韓国語は、 Vlは曾穏化されず、 V2だけが言語化されている。実質的

な意味がないVl、「差し引くJの「差すj、「取り扱う」の「取るJ、「立ち寄

るJの「立つJを含む場合は、韓国普賢では単一動詞になる。 Vlには実質的

な意味を持たない接頭揺のような働きがあるため、韓国語では曾糖化されな

いと言えるが、日本語では確かに「差し引くJと『引く」、「取り担うJと「担

う」、「立ち脊る」と『寄る」には諮象的に違いがある。この違いは韓国語で

8 r大』は『大辞林第二版』から引用した例であることを示す.

21 



どう現れるのかについては、本稿の趣旨から少し離れてしまうので、今後の

線題とする。

(8)子供の進路のことについて畿ともっと質主企立つもりだ。 r基』
O}O]祖三叫]:祉測。ト1.lJ斗叫盟忍主主唱ztol斗.<暗ーする=譜す〉

(9)僕は一晩でその小説を謹呈よ江主。 w基』
1キミラ叫安世刊コ企唱会止且皐珪.<全部ー競んだ〉

(10)慌ててご飯を盤金込&主しまった。『基』

す帯電司荷世会盆ii叫頭斗.く飲んで〉

Vlが具体的で実質的な意味がない場合、 Vaだけが言語化される場合を見

てみたが、 (8)'" (10)のように、 Vlだけが首帯化される場合もある。

(8)の「誼主合う」の rot]叫叫く稲す>Jは、 Vlだけが曾帯化されて

いる。 Vlだけが単一動偶として対応を見せるのは、 V2の『合う』には「互

いに~するJといった機能的な意味があり、この機飽が韓国務とは対応しな

いためであると考えられる。

(9)の「臨み上げるJは「斗到旦〈全部ー鹿主主>Jのように、具体的な

意味を担うVlが首穏化されている。雷椅化されていないVaの「上げるJは、

「上の方へ移動させる」という具体的な意味は樽れ、「ある行為t-終えたJと

いった拡張された意味で使われている。 Vaが本来の具体的、実質的な意味

ではなく、拡張された意味で使われている場合、韓国語とは上手く対応しな

いと脅える。

(10)の「能主込む』は「骨:111斗く飲む>Jで、 Vlだけが曾簡化されて
いると替えるが、時象的に (8)と (9)とは異なる。「飲む」と「飲み込むJ

は、飲食物を喉に送り込むといった共通した意味があるが、「飲む」と「飲み

込むJには行為としての遣いがある。

韓国穏では飲食物(主に液体)を喉に送り込む行為を表すのは『ロトλ1斗〈

飲む>J であり、飲食物を噛まずに喉に送り込む行為を表すのは r~抑1 斗〈

飲み込む>Jである.そのため、「飲み込む」に対応する韓国語は複合動詞と

して現れないのである。
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(3)正面玄関まで寧で墨且ム&ゑ。 w大』

帯型電司告がトス1ヌト豆量当立.:]:.く入る〉

(4)山かげに盟主盛ゑ雪。 w大』

せユ皆刊す会(当ス1詰会Hr.く残っている(溶けていない)> 
(11)弘はクラブの学生たちに先獲の替業を重ヒ盤主主ρ 『基』

司主主λlを管省~~吾叫l 河1 祖叫sl 苦-i-重量珪.く伝えた〉

2.1.1.で少し触れたVlが具体的で実質的な窓味がある場合でも韓国務で

は雷穏化されず、単一動聞である場合について述ペる。先ほどの (3)と(4)

がこれに相当する。 (3)の「乗り入れるjは r(を刈豆)号叶外斗<(乗っ
たまま)入る>J、(4)の f消え残る」は「昔斗く残る>1、(11)の「言い

伝えるJは「祖叫斗<伝える>Jであり、韓国橋は単一動聞である。これら

の複合動簡は、 VlとVaのそれぞれが具体的で実質的な意味があるものの、

V2が複合動間全体の意味を抱い、 VlはV2を修飾していると言える。

緯国踏の場合、 Vlが雷務化されなくても意味が伝わるのは文全体の支え

があるからだと考えられる。つまり、 (3)の「乗り入れる」は「車で」が、

(4) r消え残る」は「山かげに~雪」が、 (11)r言い伝える」は「後輩たち

に~言葉を」が文に現れているからである。仮に、このような寮索が明記さ

れていなければ、単一動詞だけでは意味が充分に伝えられなくなる。

2.1.3‘VlとV2のどちらも雷語化されない。

(12)額縁を変えたら、絵が一段と型主主ヱ主。 w大』

司スト善叫強司y ユ唱。1暗号量基盆王1<高々と目見えた>
(13)下宿が見つかって、やっとそこに蓋主蓋It¥tto W基』
ぎト今司自由l子宮司刈̂ i7-l乎7i7]叫l丑且茸盆.:]:.く場所』取った〉

(14)洋子は勉強に、スポ・ツに毎日盟主盟ヱエいる。『基J
.9....5と豆き号手。fl 岳号OJl叫唱判 ~o] 唱割斗.<意欲があふれる>

(12)の「引き立つ」は、「引くJと「立つ」を緯国憾に対応させると、

全体の意味の想像が付かない。「引き立つJに具体性がなく、「引くJと「立
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つJの具体的な動きが「引き立つJに直披現れていないからである。「引き立

つ」を韓国慢で言うと、「吾豆.0]斗〈高々とー見える>Jが最も近い意味にな

る。「吾.!i!.，o]叫く粛々と幅見える>Jは、「吾9<高々と>+.!i!.，o]t斗く見える>J

という「副鯛+司自問jの構造を取っている。

一方、橋の構造的な遣いはあるものの、「吾旦o]t斗〈高々とー見える>Jは、

問に見える形の視覚的な意味から、「目立って現れるJと雷った意味への拡張

が日本筋と閉じように見られる。「味が到主主.:2Jや『演技が且主皐.:2Jの場

合も「賢0]量基乱珪Jや rC(!7]7ト量基旦呈Jと同じように対応している.
(18)の「落ち婚くJ、(14)の「張り切るjは、 (12)の「引き立つJ問

様、具体性がなく、 Vlr落ちるJ、「張るJとVar着く」、「切るJには、本

来の具体的な動きを表す意味が薄れて全体の意味が想像しにくくなっている。

このような場合、韓国爾になると、一つの動欄をもって表現することはでき

ず、 (18) の「落ち着いたj なら、「ストi!I骨~t:キ〈場所を取った >J 、 (14) の

「張り切るJなら、 rSl舎0]唱忍斗〈意欲があふれる>Jといった表現に変

わる。嶋国語の場合、一つの動嗣としての表現がないため、例えば、『心が叢

主差s..:ロト舎0]zl:丑盆=rくttむ>Jや「華主差ど主雰囲気:盆是量く落ち着

いた〉甚~7]J のように、日本語では同じ「落ち精く J でも、緯固椿は文脈

によって表現が変わってくる.このように文脈によって韓国語の表現が変わ

るのは、「落ち着く」が非常に多輯的であるからである。

以上のように、 VlとV2のどちらも雷略化されない場合は、 rVl+VzJ全

体の意味に具体性がない場合であった。しかし、その中には、『引き立つく

吾且0]叫>Jのように、どの文脈でも日;本憶と問じく、対応関係を見せる場

合と、「落ち着く<7ト叫s，tt:午、スト司昔斗、外塾時ヰ>Jのように、文脈によっ

て表現が変わってくる場合があった。

2.2.嶋国祷から見た場合

2.2.1. VlとVzが共に曾穏化される。

ー 『豆巻号o:tt1l^ト祖〈標単閣時大辞典>~によると、 『吾Jil..o]斗jの「善」ば即l慣l
「王手』締約形であると明記されている。
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(15)牛車昌例外創呈珪.く凍り噌く>r欄 10J
〈水道の蛇口が速旦盆s.>

(16) 場OJl舎ÒJ~を噛宅l金量当且.:1:.く引きー出す> r朝鮮1l~

く倉に隠れている犯人を引っ聾り出す，0 > 
(17)平迂叫lJii-e1子奇71~ 缶曇01 苧忌豆圭量且皐珪.<流れー降った〉

く向固からはこ筋の振がぼろり遮&輩主主，0 > 

(15)の「唱。1骨斗Jは、 Vlが「唱斗く凍る>J、VIlr母斗〈付く >Jで
VlとV.が岡本語に対応し、曾語化されているo r凍る」と「付くJという

現象は、それぞれ具体的で実質的な意味があるため、両雷時間での対応がし

やすい.

(16)の「童全i叫斗」のVlrを斗Jには「事|く、引きずる、引っ張るJと
いう意味が含まれているので、対応する日本語は、「盟主出す、型主主旦出す、

車2藍旦出す」といった対応が可飽である。「晋斗〈事|く >Jの具体的な動作

を表す表現が、日本悟の場合、複合動調の形で動詞の中に組み込まれている

のだが、総国語の場合、教えて曾うならば「引きずり出す」は「週番苦oJl羽斗

〈ずるずる引き出す>J、「引っぱり出すJは『す対局菅OJ叫斗〈引っ張って

引き出す>Jといった表現になり、やはりーつの動聞にはならない。

(17)の「吾剖圃叫頭叫く椀れー降った>Jに相当する日本語は『流れ落ち

る』だが、「叫叫斗〈降る>Jと『落ちるJは「意志を持たない何かが上から

下の方へ移動する」といった意味で共通点がある。『岡本国樺大辞典傭二版

18~ の「務ちるJ の脱明を見ても「雨、管などが降るJ という配述があり、

「幸司叫司斗J~ r流れ落ちるJのv.r叫:rq斗Jと「落ちるJは、同じ意味

合いがあると考えられるので、 VlとVJが共に言語化されていると曹える。

lOr標2自国語大熊典』は1朗9.、略国の隠立国鰐院によって出版された.以後、 2008年
に改釘臓が出たが、出版はされていない。改訂版は、電子化され、ウzプサイトで一
般公開されている.悔の検織には、電子化された改訂版を利用した.
htゆ:f/otd.糊 b2.korean.go.kr/mainJop なお、以後『標期国語大辞典』は開国』と
する.
11 r朝鮮』は『朝鮮鰭静削の用例を表す.
温見出し踏の検粛には電子化されたものを利用した.
htセp:fIwwwJapank回 wle勾唖・∞凶なお、以後『岡本国鯖大辞典』は『自国』とする.
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2.2.2. VlとVaのどちらかが首帯化される。

(18)斗01eコ司会企ロ1吾盈泣童五珪.<掴み-;1く〉
〈乎供は彼の袖を型ヱ盤2主。〉

(19) 0ト♀をき菅島(11巷)曇 1171 ・判官補斗瞥À~費量止ま且珪 13

〈回りー遇う〉

く弟は長靴(靴)を履くためにー晩中盆童恩ゑ。〉

(18)の「昔。トサ71叫Jは、 Vlが『昔叫く掴む>Jであり、 Vaが「サァl叫

〈引く >Jである。 Vlの「昔叫〈掴む>Jは引くときの手の状簡を表し、

V2の「すァ1斗〈引く >Jは手で掴んだ状態で行う動作を表すと雷える.

「昔。トサ71斗Jは日;本橋で雷うと「引っ張るJに相当するが、『昔。干す71斗J

のVlとV2のうち、 VIIが言鰭化されている。この場合、日本橋は『引くく

すフ1斗>JがVlになっている。動作のメインを担う「引く」が日本時の場

合はVlである。

(19)の「吾斗叫叶叫』はVlが「吾叫く回る>Jであり、 V2が『斗斗斗

〈通う >Jである。 Vlの「奇斗〈回る>Jは回転するという意味よりはい

ろんな所内足を運ぶという意味であるが、 V2r斗叫叫〈通う>Jは頻繁に行
き来するという意味で、直接移動に関わると言える。『曇oトヰ叫斗Jに相当す

る日本絡「歩き回るJは、 Vlr歩くJが回る時の具体的な動作を表し、 V2
f回る」はいろんな場所へ足を運ぷという意味である。「華oト叫叶叫」のVl

「吾斗〈回る>Jが「歩き回るJのVar図るj として曾格化されているが、
意味的には「斗叫叫<遇う >j と「回る」が対応していると雷える。

2.2.2.1. V2が方向性を伴う複合動調

a. r -7}叫く行く>J

吾O}7}斗〈帰る〉、者~Oト7トロトく毒事ねる>、叫司アト斗〈下りる〉、

司吋7ト斗<渡る〉、ズI¥.十7tヰ〈通り過ぎる〉、曇0i7ト斗〈入る>、

18 [0101噂，用吾喧干λト11-.20031 

26 



Yト3司 7~'C十〈持っていく〉、省吋7}q<歩いていく〉、甚司アトヒト〈流れ

てい<>など。

b. rー♀叫〈来る>j

を0ト.2，.'C干く帰ってくる>、勢。ト.2，.叫〈尋ねてくる〉、 1羽音埼玉!.，1:キ〈下り

てくる〉、担l.:l.2，.斗く渡ってくる〉、ス1斗.2.斗く通り過ぎてくる〉、

著o-].2，.tキ〈入ってくる〉、 7};司J主叫〈持ってくる〉、碧o-].2，.1:キ〈歩い

てくる〉、吾司.2，.1:キく流れてくる〉など。

c. r由苧叫くあげる/くれる>j

ヰ苧叫く放す/放してくれる〉、叫司斗苧ヰ〈見送る/見送ってくれ

る>、曇司卒斗〈返す/返してくれる〉、哩宮崎苧Eキく貸す/貸してく

れる〉、耳ヰ苧斗〈世商をする/世話をしてくれる〉、豆斗苧斗〈助け

る/助けてくれる〉、量司宇叫〈競る/離ってくれる〉など。

韓国儀の槙合勘嗣には、 Vaに方向性が伴うものがある。例えぽ、 V2が

r -7}斗〈行く>J、r-.2，.1:干く来る>J、r_苧斗くあげる/くれる>Jの場合

である.

Vz:lJ$ r-7トヰく行く>Jまたは「ー♀斗く来る>Jの場合、 Vlは移動動調

の場合が多い。移動には、起点、越路、若点が伴うが、移動の経路だけを表

す着点を定めない表現、例えば、「橋を渡る」とか、「道を歩くJのような移

動以外、移動には自分を基輩kした方向が必要となる。そのため、 r-7}斗〈

行<>Jまたは r-.2，.斗〈来る>Jは移動動聞と結合しやすいのである。

しかし、 Vsが「ーフトロトく行く>Jまたは「四.2，.ヰ〈来る>Jである、韓国

鰭複合動詞に日;本館を対応させると、特に、 VlIがr-7ト斗〈行く>Jの場合、

日本格では方向性を表す表現が言穏化されない.自分が起点になって、移動

する場合は、「ー行く」は雷僑化せず、自分が着点となった場合は、『ー来る」

を雷穏化するところが韓国語とは異なる点である。また、 Vaに方向が伴わ

れでも日本橋の場合、レてJが介入するため、複合動簡ではなくなる.

次に、 Vzが「ー苧斗くあげる/くれる>Jの場合だが、本稿では授受表現

も方向が伴われるものと見て、物や利益などの移動として広く捉えている.

物や利益などの移動には、自分を起点として物や利益が動いていく場合と、
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自分が着点となって動いてくる場合がある。韓国語の場合は、先に述AたV'J.

が「・7トヰく行く>Jまたは r-，.2.斗〈来る>Jの場合とは遭って、物や利益

の移動の場合、 V.は「・苧斗〈あげる/<れる>Jが用いられる。つまり、

授受表現では自分からいくものなのか、相手からくるものなのかの『あげる

/くれるJの区別はしないわけである。

V，lが r_苧Eキくあげる/くれる>Jの櫨合動調に日本絡を対応させると、

r -7t叫く行く>Jまたは r-，.2.叫〈来る>Jが付く場合の日本絡と同じよう

に、「ー苧斗Jの移動方向が「あげるJ、つまり、自分が起点で物や利益が移

動する犠合、「あげるJは用いない。しかし、自分が務点となって物や利益が

移動する場合は「くれる」が用いられる。

このように、人の移動や物、利益の移動という観点から日本格と韓国績の

横合動嗣を対応させてみると、暢園簡の場合は、自分が起点になる場合でも、

自分が着点になる場合でも、その方向を表す意味のV2が付髄されるが、日

本語の楊合は、自分が起点になった場合は、特に方向を表す表現を用いない

と雷える。

2.2.8. VlとV'J.のどちらも曾穏化されない。

(20) キλト社。1 豆且量当~唱~金卒干瓢叫.く漉りーっく> w朝鮮』

く捜査官がかまをかけて犯人を追及した。〉

(21)ユをき 3司斗盈量盆.9:.<裂きー立つ>w朝鮮』
く彼は察と盟主主。〉

(22)ユーを斗OfI河1.斗717ト管唱。1叫Jl重旦量盆.9:.くはたきーおく〉

く彼は私に自分がやったことだと在主盟旦主p > w梅園』

(28)叫升遺骨誼畏骨司斗をllJJt1I吋§珪珪珪且旦lE]otx.蚤
7t.s誼刈畦斗14<追ってー通う〉

くあなたが上手でも下手でも私は一生あなたに付きまとってピアノ

を教えるつもりなのよ。〉

14 [寺舎~:z平，寺会~:zt. 19991 
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(20)の「忍吋誕斗くかまをかける>Jは、 Vlが「忍吋ヰく渡る>Jで

あり、 V2が『醤叫く(杖などを)つく >Jである。 (20)の f忍吋丑叫くか

まをかける>JはVlとV2のそれぞれの意味が分かっていても、全体の意味、

つまり「かまをかける」といった意味に導くのは容易ではない。それ故、日

本格の複合動詞としての対応は見られなかった。

(21)と (22)の場合も同様である。 (21)の「巷叫ん1斗く別れる>Jは、
Vl が「アト三斗く裂く >J で、 V2 が「λ~c干く立つ >J であり、 (22) の「電吋￥斗

〈打ち明ける>Jは、 Vlが「喧斗くはたく >Jで、 V2が「誉斗く置く>J

である。 (20)の「祖叶遵斗くかまをかける>Jと同様にVlとVaから全体

の意味を推測するのは難しい。

(21) r巷叫λf叫<別れる>JのVlr7ト三斗<裂く>JとV2rλf時く立つ

>Jは、「一つだったものを二つに裂いて、それぞれの場所に立つJことで r>>1j

れる(離婚する)Jことを意味する。 (22)r喧吋誉斗く打ち明ける>JのVl

「喧斗くはたく >jとVzr誉斗<置く >Jは、「中にあるものすべてをはた

いて出しておく(出して見せる)Jことを意味する。

(28)の「叫叫叫'-l叫」はVlが「ロキ三斗く追う>J、V2が「斗¥..j斗く通

う>Jであるが、日本請で言うと「付きまとう」に相当する。つまり、 Vl

が「付く」、 V2が『まとうJで、この場合VlとV2のどちらも対応していな

い。 fロキ斗斗'-l斗JのVlIr斗¥..jc十<通う>Jは移動の様子を表しているが、

「付きまとうJのVzrまとうJは「付くjをより強調する意味で付いている

状態を表している点が異なると言える。

このように、 VlとVaが具体的な動きを表しているにも関わらず、梅園織

と日本憾のVlとVzの対応が見られないのは、韓国務の中での意味の拡張と

日本格での意味の拡張とは必ずしも一致しているとは限らないからである。

具体的なことばを用いて実質的でない動きを表すと香った点では両言穏で共

通していると思うが、その意味の拡張には違いが見られた。

3.植合勘聞の商量的対閣のまとめ

日本簡と韓国首替の両方の観点から考察した結果をまとめると、まずVlと

V2のどちらも首穏化される場合は、日本鰭も韓国語も具体的で実質的な意
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味がある場合が多かったが、ただし、具体的で実質的な意味があっても、樟

閏憶になると、文脈の支えによって単一動潤になる場合があった。また、 Vl

とVzに対応が見られたが、穏構成順が交差する場合もあった。

VlとV.のどちらかが曾穏化される場合は、 VlまたはV.に実質的な意味

を持たない場合であったが、特にVlが接頭鰭のような働きがある場合やVa

に機飽的な意味がある場合、岡本婚と樟園穏とでは上手く対応しなかった。

VlとV2のどちらも首語化されない場合は、 VlとV2それぞれには具体的

で実質的な意味があるものの、 Vl~V2が結合した複合動関全体の意味はV

1とVsの意味からは推測が困難な場合であった。

4.おわりに

本稿は日本穏と韓国請における棋合動鯛を穏糞的な観点から対照を行った

が、日本時と韓国憾の両方からの観点で考察を行った。それぞれの雷憾の観

点からの考察は片方の観点だけでは見つけられなかった点も見っかり、ある

種度の成果は得られたが、もっと詳細に欄ペる必要があるものもたくさん出

てきた。これからさらに研究を進めていき、一般化できるような成果が出せ

ることを、今後の線閣としたい。

く用例引用、及び検索〉
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